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第 279 回一関市教育委員会定例会 会議録 

１ 開催日時 

開会 令和７年７月 24 日（木）午後１時 30 分 

  閉会 令和７年７月 24 日（木）午後３時 19 分 

２ 会議の場所 

一関市役所花泉支所東大会議室 

３ 出席者 

  教育長  時 枝 直 樹 

  委 員  伊 藤 一 志 

  委 員  佐 藤 一 伯 

  委 員  桂 島 加奈子 

  委 員  大 浪 友 子 

４ 会議に出席した関係者及び職員 

教育次長              千 葉 せつ子 

  一関図書館長            藤 倉 忠 光 

  副参事兼学校教育課長        八 木 浩 司 

  副参事兼文化財課長兼骨寺荘園室長  氏 家 克 典 

  副参事兼一関市博物館次長      佐々木 修 路 

  教育総務課長            千 葉 邦 雄 

  いきがいづくり課長         小野寺 和 宏 

  教育総務課長補佐兼庶務係長     宮 野 真知子（記録） 

５ 議題及び議決事項 

 議案第 11 号 教科用図書の採択に関し議決を求めることについて 

 議案第 12 号 令和７年度一関市教育委員会の事務事業に関する点検評価報告について 

６ 報 告 

⑴  一関市議会定例会第 117 回６月通常会議（一般質問）の状況について 

⑵  行事報告及び行事予定について 
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７ その他 

⑴  児童生徒数の推移について 

⑵  令和７年度学校教育行政の重点について（特別支援教育） 

⑶  その他 

８ 会議の議事 

○教育長 ただいまより、第279回一関市教育委員会定例会を始めます。よろしくお願い

いたします。 

議案第11号 教科用図書の採択に関し議決を求めることについて 

○教育長 ただいまから、第 279 回一関市教育委員会定例会を始めます。よろしくお願い

します。 

○教育長 ２の議事に入ります。議事日程第１議案第 11 号、教科用図書の採択に関し議

決を求めることについて事務局からお願いします。 

 教育次長。 

○教育次長 資料の２ページをご覧ください。こちらは令和８年度から使用する教科用

図書を採択しようとするものです。詳細につきましては、学校教育課長から説明いたし

ます。 

○教育長 学校教育課長。 

○学校教育課長 （説明） 

○教育長 ただいまの件につきまして、委員の皆様から何かございますか。 

 伊藤委員。 

○伊藤委員 この教科書の採択に関して、学校から委員が選出されて検討しますが、こ

の検討の中で、何か新しいものを採択した方がいいといった、そういう意見はなかった

のでしょうか。 

○教育長 学校教育課長。 

○学校教育課長 ４年間の連続使用を前提としておりますので、今年度は調査員は立て

ず、引き続くというところで採択協議会の委員である一関市教育委員会教育長、それか

ら平泉町教育委員会教育長の合議の中で原案を立てさせていただいたものとなっており

ます。 

○教育長 来年度については、教科書の採択の年ではありませんので、昨年度までに採

択した教科書を継続することの議決をいただくということです。 

 ほかにございますか。 

 大浪委員。 
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○大浪委員 今のところをわからないのでもう少し詳しく教えていただきたいのですが、

教科書を見て採択をしたらその教科書を４年間使う。４年後にまた違う教科書を選んで

４年間使うという解釈でよろしいでしょうか。 

○教育長 学校教育課長。 

○学校教育課長 その解釈で大丈夫です。ただし、教科書会社そのものがなくなってし

まった例があって、そこの教科書をもし採択している場合には、臨時的に特別なものを

新たな提案の中で行うという形もあります。 

○教育長 補足しますと、基本的には４年間継続するのですが、その間に学習指導要領

の改定があった場合は、その都度教科書の改訂が行われますので、４年という期間が変

わる場合もございます。 

ほかによろしいでしょうか。 

それでは、議案第 11 号教科用図書の採択に関し議決を求めることについて、賛同され

る方は挙手をお願いします。 賛成多数ということで承認されました。ありがとうござい

ました。 

議案第12号 令和７年度一関市教育委員会の事務事業に関する点検評価報告について 

○教育長 議事日程第 2 議案第 12 号、令和７年度一関市教育委員会の事務事業に関する

点検評価報告について、事務局からお願いします。 

 教育次長。 

○教育次長 資料の３ページをご覧ください。議案第 12 号令和７年度一関市教育委員会

の事務事業に関する点検評価報告についてであります。これは、地方教育行政の組織及

び運営に関する法律の第 26 条に基づき、令和６年度の事務事業を対象とした令和７年度

の一関市教育委員会の事務事業等に関する点検評価報告書を作成し、議会に提出すると

ともに公表しようとするものです。この法律第 26 条において、教育委員会は毎年、その

権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検評価を行い、報告書を作成し、議

会に提出するとともに、公表しなければならないと規定されており、その規定に基づく

公表です。 

別紙の令和７年度の事務事業に関する点検評価報告書をご覧ください。事前に郵送さ

せていただいておりましたが、この報告書につきましては事務事業の担当課が自己評価

を行い、それについて教育委員会事務局内部で評価が妥当かどうか検討を行い、さらに

報告書草案について、今年度は７月４日に外部有識者会議を開催し、各方面の有識者の

方々からご意見をいただき、その意見を反映させたものが現在の報告書になっています。

評価基準については、１ページ目に自己評価の項目といたしまして、「Ａ」が「事業の



4

十分な成果が見られた」、「Ｂ」が「事業の成果が見られた」、「Ｃ」が「事業の成果

があまり見られなかった」、「Ｄ」が「事業の成果は見られなかった」という区分を設

けております。次に事業の方向性につきましても４段階で、「拡充」「継続」「見直

し」「廃止」と区分しております。「拡充」は内容を拡充して取り組む、「継続」は継

続して取り組む、「見直し」は内容を見直しを図っていく、「廃止」は廃止を検討する

となっております。この報告書５ページ目以降になりますが、主な事務事業の評価につ

きましては、それぞれ担当課長の方から説明させていただきます。 

 （各課から説明） 

○教育長 評価に関する項目としては事務事業から 39 項目、事務の執行体制から１項目、

合計 40 項目が資料に記載されております。その中で主なものについて触れましたが、触

れない項目もありました。触れた項目、触れない項目、どこからでも結構ですので、質

疑やご意見等があれば出していただければと思います。 

 伊藤委員。 

○伊藤委員 私の記憶ですと、７、８年前ぐらいは、この事業の成果に「Ｃ」という評

価が結構あったように記憶しています。ところが、一昨年度、昨年度、今年度と評価項

目を見ると、Ｃ評価が一つもないということは、相当それぞれの部署で、きちんとした

取り組みをなされて、成果が出ているのだなということを感じました。特にも本市の教

育目標に掲げているのは「ことばの教育」ということで、例えば 16 ページの言海を使っ

てということでこの取り組みにおいては、昨年度と違って、コミュニケーション能力の

礎となる、豊かな語らいと言葉の感性を磨くことを重点として、ことばのテキスト「言

海」の改定を行った。そして教育長自ら学校訪問の際に、ことばの時間を参観する機会

を設定して助言を行ったとか、指導主事の学校訪問や研究所の研修会といった形で取り

組まれたので、学校の先生方も本気になって向き合ったのかなと感じで、こうした成果

が出ているんですね。事業の成果がＡの評価になったということは、すごく良い面で評

価になったのだなということを感じました。 

些細なことなのですが、7 ページの児童生徒の健診事業の中で、本市は肥満傾向にある

と。これについて、数値的に県や全国比で上回っていますが、その考えられる原因は何

なのですか。次に 10 ページの中学生最先端科学体験研修についてです。昨年度の 60 名

と結構多かったのですが、今年度は 50 名とする。つまり受け入れ施設が 50 名だからと

いうことですが、希望者が多くなった場合の選定の仕方はどのようにするのかというこ

とが１つ。 もう１つは 12 ページの特別支援教育推進事業の評価の中で、昨年度はここ

に幼稚園のきめ細かな指導支援・預かり保育専任職員配置４園に８人という記載が今年

度はなかったのですが、そのことはどうなったのでしょうか。 
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○教育長 学校教育課長。 

○学校教育課長 肥満傾向についてですが、資料 7 ページの表の中には 20％を超える肥

満傾向のお子さんだけを載せていますが、県南教育事務所からの情報提供によると、痩

せ側も増えているということで、バランスのいいお子さんが減っている傾向が全体的に

県南地域でも見られるようになってきています。基本的な生活習慣やスクールバスの利

用など、いろんな話が聞こえてきていますが、学校としては運動量を確保するために体

育の授業も充実させていますし、朝体力づくりという感じで、涼しい時間帯に校庭を走

ったりということを実践する中学校もあります。原因が十分につかみきれてはいないの

ですが、伊藤委員がおっしゃられたとおり県や国よりも出現率は高い状況にありますの

で、バランスのいい状況を作るための取り組みの方に、運動量の一定の確保や、給食は

カロリー計算されているので自分の分をしっかり食べましょうということを今後もしっ

かりと呼び掛けていきたいと思うところです。 

№10 の最先端科学体験研修についてです。希望者が多いときの選定の仕方ですが、学

校規模ごとに枠の人数を提示させていただいていて、校内においての第一次選抜が行わ

れる学校もございます。一方で、定員に満たない時には等しく各学校に呼びかけて、選

抜叶わなかったお子さんに二度目のチャンスが与えられる、そういった配慮はしている

ところです。  

№14 の特別支援教育の預かり保育についてですが、所管が市長部局に移ったことによ

り、こちらでは会計年度任用職員の任用もなくなったということで削除したものです。 

○教育長 №５の児童生徒健診事業と№10 の中学生最先端科学体験研修事業、そして№

14 の特別支援教育推進事業についての回答がございましたが、これについて、さらにご

意見はありますか。 

 佐藤委員。 

○佐藤委員 今、説明を伺ってここ１年ぐらいの様々な会議や行事に出席して非常に感

心したことが２つあります。１つは№10 の最先端科学体験研修です。３月の卒業式でど

この中学校だったか忘れましたが、卒業生が３年間の振り返りをする呼びかけの中で、

この最先端研修が紹介されていました。この研修に参加する生徒というのは、各校で１

人とか２人とか限られた生徒なのでしょうけれども、報告会を学校で行い、その体験を

みんなで共有したということが紹介されていました。今回、60 人から 50 人になっても、

その体験したものが学校での報告会等でみんなで共有している様子があって、そういう

ことがされているのだなと、この事業の意義を改めて感じました。もう１つは図書館事

業ですけれども、図書館の中で展示がされていまして、先日もお話ししたくらしの中の

道具展の博物館の展示の関連の展示をするとか、一関図書館ですと昭和 100 年に関連し



6

た図書を並べていました。1970 年代の本などそこは非常に面白い取り組みをされている

なと感じました。その展示を通して、市民の方へのサービスや本を読んでみたいと思う

意欲を高めるとかそういった工夫もされていて、本当にいい取り組みだなと思いました。

これは一関図書館だけでなく、各図書館でされていらっしゃるのかなと拝見していると

ころです。この２つについて評価の内容に異存はないのですが、事業の中でいい取り組

みだったのではないかなと思ったところです。 

○教育長 ありがとうございます。最先端科学研修については、どのように広めるかと

いうところの感想、ご意見をいただきました。図書館の展示については、一関図書館長

から何か一言ありますか。 

 一関図書館長。 

○一関図書館長 ありがとうございます。皆さんに興味のある展示とかその時代に合う

展示を通じて図書の紹介をしていきたいと思っております。 

○教育長 このことも含めて、その他でも結構ですので、評価について何かございます

か。 

 桂島委員。 

○桂島委員 17 ページの№21 の奨学金貸与事業ですが、評価のところにオートコールや

ショートメールを利用してということで、定期的に声掛けをして前年よりは収納率は向

上したということでしたけれども、事業の成果はＢということでＡになるにはどのくら

いのことをしたらＡになるのか。完全に収納されたらＡということなのか。 

○教育長 教育総務課長。 

○教育総務課長 この奨学金貸与事業ですが、そもそも事業の目的が滞納回収というよ

りは、経済的に困窮している方々に奨学金を活用していただくということが事業本来の

目的になっております。多くは少子化の影響だと思いますが、奨学金の貸付件数が年々

減少傾向です。貸付を受けないということは、経済的に困窮していないということにも

なるかもしれませんが、なかなかそこの評価が難しいのですが、希望している方々に対

しては市の奨学金を活用していただいてということで、Ａという評価まではいかないで

すけれども、それなりに事業効果は出ているというところでＢという評価にしていると

いうところです。 

 滞納につきましても、新規よりも過年度分が残っている方が結構おりますので、その

方々を減らしていくというところで取り組んでおります。 

○教育長 よろしいでしょうか。ほかにございますか。 

 大浪委員。

○大浪委員 11 ページの№13、ここに当てはまるかどうかですが、先々週の研修に行っ
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た際に福島原発の伝承館を見て、かなり衝撃的な展示を拝見したのですけれども、その

中で私がすごく感じたことは自分たちが生活している地域において、水道や電気がどの

ようにして作られ、それによって自分たちが受けている恩恵とかを自分はあまりにも知

らなすぎるということを改めて反省したのですが、たぶん福島に住んでいた子たちも原

発があることは知っているけれども、その原発が作られている電気が自分たちの電気だ

と思っていた子、これが東京に流れていると知っていた子というのがどれくらいいるの

かなというのをすごく感じました。その中で私たちが今、省エネだったり水を大事にし

ようだったり資源についての大切さを学ぶ機会というのはたくさんあるのですが、私も

この間、市の水道事業の会議に参加した時に、水というものは一関地域でも様々な水源

から出ていたり、藤沢地域も山があるから豊かな水源があるとか、地域によって水源や

水質が違うということを教えていただいて、やはり子どもたちにも自分たちが住んでい

る地域がどういう状態で来ているのか、そういうことから資源の大切さというのを年代

によって知っていく、教えていくことも大事なのではないかと思いましたので、歴史や

文化と共に地域の環境、暮らしに大事なことも盛り込んでいけたらより地域を愛する、

大事にする機会になるのではないかと思いました。 

18 ページの№23 下宿等費用補助金事業に対してですが、こちらは一関に下宿をされる

方が対象なのか、一関からどこかに下宿をされる方が対象なのか。活動の中に市内の高

校等にチラシ等を配ると書いてあるのですが、一関に下宿をされる場合だと一関の市内

にチラシ等を配ってもそこに進学をする時点で決まってしまっているので、どうなのか

なと思います。どこに下宿をするのかで配布する場所というのは全然違うのではないの

かなと思いましたのでこちらは質問です。 

○教育長 学校教育課長。 

○学校教育課長 小学校中学年の子どもたちは社会科見学で浄水場等の見学がございま

す。また、小中学校を合わせてどちらでも総合的な学習の時間に地域のことを語れる子

どもたちを育てていきたいと考えております。災害にも目を向けた取り組みがあったら

学校の方へもできるように広げていきたいと思います。 

○教育長 教育総務課長。 

○教育総務課長 下宿等費用補助金ですが、市内の高校等に進学してきて下宿を使う場

合にその下宿代に対して補助を行うものです。チラシや申請書は市内の高等学校等に置

かせていただいて、そこの学校に来る方で下宿をする場合には保護者に対し補助金を交

付しております。他の市町村に対してチラシなどは送付しておりませんが、市内の学校

には周知のチラシ等を置かせていただいております。 

○教育長 大浪委員。 
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○大浪委員 補助金を拡充したいと思うのであれば、やはり進学をする時はもう既に下

宿等を決めてそこに進学しようと思って来られる生徒さんや親御さんが多いかと思うの

で、拡充してぜひこの制度を使ってほしいと思うのであれば、下宿している子たちがど

の地域から来ているのかというのはすぐわかることだと思いますので、その地域の中学

校にポスターやチラシを置いていただくのも１つかと思いますし、もっと使って一関で

勉強してほしいと思うのであれば、広く宣伝していった方が一関に来てこういう制度を

使いながら学んでみようという子どもが増えるのではないかと思います。

○教育長 教育総務課長。 

○教育総務課長 制度の周知方法につきましては、大浪委員からいただいたご意見を参

考に工夫してみたいと思います。あとは学校が生徒募集をする際に、このような補助金

があることを併せて周知していただくことを更にお願いしていきたいと思います。

○教育長 よろしいでしょうか。ほかにございますか。 

○伊藤委員 先ほども申し上げましたが、以前から比べればすごく良い状況の中の評価

になっていると思います。これを今年以降、将来も含めてずっと維持するには、何が必

要かなと考えた時に、先生方がいろいろなところで工夫があるのでしょうけれど、以前

もお話ししましたが最終的には教育費だと思います。教育費がある程度維持をしてもら

わないと。今日の資料にもありましたが、看板を設置するのに費用が高騰して設置でき

なかったり、あるいは人員が前の年に４人だったのが３人になったり。これはやはり教

育費削減の中でやりくりしながら対応しているのだと思いますので、いい形で維持する

には財源の確保が必要ではないかという希望です。 

○教育長 事業を充実させていくための根拠としての財源、教育費の確保が重要である

というご意見でございます。ありがとうございました。 

ほかにございますか。 

それでは議案第 12 号令和７年度一関市教育委員会の事務事業に関する点検評価報告に

ついて、本日の内容で賛同される方は挙手をお願いします。 

賛成多数で承認されました。ありがとうございます。 

報告⑴ 一関市議会定例会第117回６月通常会議（一般質問）の状況について 

○教育長 ３の報告に入ります。⑴一関市議会定例会第 117 回６月通常会議一般質問の状

況について事務局からお願いします。 

教育次長。 

○教育次長 資料№１、令和７年６月通常会議一般質問の状況をご覧ください。６月の

通常会議では一般質問として、教育委員会関連で６名の議員の方から質問をいただきま
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した。内容としましては、小中学校のトイレへの生理用品の設置、不登校対策は２名の

議員からいただきました。フリースクール虹の学園との連携、学校運営協議会の取り組

み、外国人児童生徒への支援、インクルーシブ教育、教職員の多忙化解消といった項目

についての質問をいただいたところです。特に、生理用品のトイレへの設置に関しては、

現状として保健室に配置して行っているわけですが、トイレへの設置の実施に向けて予

算確保や課題の把握などをするために学校へのアンケート実施のほか、他自治体の事例

について情報収集を進めているところでございます。具体的な答弁の要旨等については、

後ほどご確認いただければと思います。 

○教育長 ただいまの６月通常会議一般質問の状況について、何かございますか。 よろ

しいでしょうか。 

 報告⑴は終了します。 

報告⑵ 行事報告及び行事予定について 

○教育長 ⑵行事報告及び行事予定についてに入ります。まず行事報告を私の方からいた

します。資料の№２をご覧ください。前回の教育委員会定例会は 6 月 25 日でしたので、

それ以降の分について報告します。  

26 日、山目小学校で総合教育会議を行いました。委員の皆様に学校教育ＤＸと人材育

成をテーマにして協議をしていただきました。ありがとうございました。 

30 日から７月１日にかけて、一関地方教育長協議会主催の管外教育事情視察を平泉町

と一関市の教育委員会で行いました。一関地方出身の管理職、主幹教諭の配置校への訪問

が目的です。管理職、主幹教諭として昇任、任用された方はおおむね３年勤務されますの

で沿岸南部、宮古、県北地域を３年で回るように訪問しております。今回は気仙地区の大

船渡市、陸前高田市、住田町方面に行ってきました。地域の状況からの学校経営等の取り

組みについて情報交換を行いました。 

７月２日、幼小中高特高専大学校運営推進協議会が磐井中学校で開催されました。こ

れは幼稚園から小・中・高、特別支援、高専、大学の園長及び校長先生方が年に２回集ま

る協議会です。１回目の今回は授業参観を行い、その後キャリア教育の取り組みについて

東山こども園、東山小学校、東山中学校、一関学院高等学校から発表をいただきました。

どの校種でも共通して地域との関りを大切にして主体的に学んでいくための取り組みの実

践が発表されましたので、発達段階によってキャリア教育を深めていくことが伝わる内容

となったなと思います。２回目は講演会を行う予定です。 

同日、セントラルハイランズ市高校生歓迎夕食会が行われました。国際姉妹都市の交

流があるオーストラリアのセントラルハイランズ市の高校生８名と引率者２名が交流事業
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で７月２日から７日までの日程で当市を訪れたものです。この期間、令和７年度一関市中

学生海外派遣事業でオーストラリアに派遣される中学生８名の自宅にホームステイを行い

ながらアーク館ケ森、平泉の中尊寺、毛越寺、厳美渓などを訪問し見学を行いました。ま

た、一関中学校での部活動体験や一関紅修高校での交流会も行われました。 

３日、川崎中学校の総合訪問を行いました。委員の皆様にも出席をいただきまして感

謝しております。 

４日、令和６年度の事務事業点検評価の外部評価会議を行いました。先ほど委員の皆

様にお示しした内容を、市内の外部評価委員から評価していただきました。様々な視点か

らご意見をいただきましたので、それも踏まえて先ほど報告をしたところですが、今日皆

さんからいただいた意見も踏まえて最終の評価にしたいと思います。 

６日、セントラルハイランズ市高校生のさよならパーティーが開かれ出席をしてまい

りました。 

８日、一関市図書館協議会が一関図書館で行われました。所属団体の異動等の関係で

３名の新任の方に協議会委員の委嘱を行い、令和６年度の図書館の事業報告、一関市立図

書館運営方針、令和７年度の具体的な取り組みについて、協議をした後答申を行いました。

また、次期一関市立図書館振興計画の策定方針についての協議も行いました。委員の所属

団体や地区の取り組みの中での図書館、あるいは図書の利用の紹介や移動図書館車の運営

を含む図書館運営について過度な職員の負担とならないよう工夫して欲しいという意見を

いただくなど、充実した協議会となったなと思っております。 

９日、第２回の校長会議がありました。私からはＳＮＳ等の問題を含めたコンプライ

アンス、学校訪問を通して必要な学校経営の視点、教育職員の給与等特別措置法、学校規

模の適正化についての考え方について話をしました。 

10 日、一関市から岩手県への要望に出席しました。教育委員会からは学校部活動の地

域移行に向けた財政支援と特別支援学級における児童生徒の人数の引き下げについて要望

を提出しました。 

同日、福島県いわき市で東北六県市町村教育委員会連合会の定期総会に役員・理事と

して出席してまいりました。翌日 11 日には東北六県市町村教育委員会連合会の教育委

員・教育長研修会が行われました。委員の皆様にも前泊を含めまして出席をいただきまし

てありがとうございました。 

12 日、最先端科学体験研修の結団式が行われました。先ほどの説明でもありましたよ

うに今年度は 50 名の生徒が来週 28 日から２泊３日でつくばを訪問いたします。高エネル

ギー加速器研究機構ＫＥＫのほかそれぞれの施設を訪問してまいります。その結団式でし

た。千厩中学校の坂本校長を団長に教員５名、教育委員会から指導主事と教育総務課職員
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２名が引率を行うこととなっております。 

14 日、第１回学校給食センター運営委員会を行いました。年２回行っておりますが、

それぞれ６つある給食センターの配食している校長先生方の代表、保護者代表、学識経験

者が入って、給食の在り方について協議する場となっております。学校給食センターの運

営について、食育の状況について、また学校給食費の納付状況、収納状況についてが主な

協議内容となっております。なお給食費は令和７年４月から食材費等の物価高騰を受け値

上げの改定をしておりますが、児童生徒の今回の値上げ分も含め物価高騰分は市費で補填

しております。令和８年度については今後検討していきますが、保護者負担額が増額され

る場合は運営委員会に諮っていく必要があると考えております。 

15 日、一関地域教育振興運動推進協議会の総会がありました。これは一関地域の中学

校単位で７実践区に分かれておりますが、子ども、保護者、学校、地域、行政の５者が連

携して、子どもたちの健全育成のための教育について振興を図っていく取り組みでその総

会です。岩手県では共通課題を「家庭学習の充実」と「体験活動の充実」としており、各

実践区ではこのテーマを基に課題を設定して取り組むこととなります。また、今年の２月

に優れた「早寝早起き朝ごはん」運動の推進にかかる文部科学大臣表彰を受けた令和５年

度の舞川実践区の取り組みの様子についても総会の中で発表があり、それぞれの実践区の

参考になったところです。 

17 日、学校運営支援協議会推進会議をＷｅｂで行いました。小中学校 35 校に小中合同

の設置もあり、26 の学校運営支援協議会が設置されていますが、協議会の機能を活かし

学校経営を推進していくことについて確認をしたところです。 

同日、教育振興基本計画策定の第１回検討委員会が開かれました。現在の計画は平成

28 年度から今年度までの 10 年間の計画で、現在最終年度となっております。次の令和８

年度から令和 17 年度までの計画を今年度中に立案するための検討委員会で今回を含め６

回の検討を行いながら作成していくこととしております。前の定例会でも話しましたが、

委員の皆様にもご協力いただきますのでよろしくお願いします。 

同日、大長壽院の前住職菅原光中氏のご逝去に伴う通夜に出席してまいりました。こ

れまでの骨寺村の世界遺産登録の取り組み等にものすごくご尽力をしていただいた方です

ので、お悔みをお伝えしてきたところです。 

22 日、教育民生常任委員会が開かれ不登校の状況について協議してまいりました。 

同日、令和７年度地域医療対策会議が開かれました。市長、健康こども部、学校教育

課の担当者が出席して、保健事業や一関市の地域医療の充実に関して市の医師会の役員の

方と協議した会議です。教育委員会からは小中学校の児童、生徒の健診でお世話になって

いることから出席した会議です。 
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23 日、第１回社会教育委員会議が開かれました。教育委員会の事務事業に関する点検

評価の社会教育関係についてと次期一関市教育振興基本計画の策定についての社会教育

関係についてが会議の主な内容となっております。 

行事報告は以上です。何か質問はありますか。 

では行事予定についてお願いします。 

教育総務課長。 

○教育総務課長 （説明） 

○教育長 まず８月 27 日に次回の教育委員会定例会を行うことでよろしいでしょうか。 

行事予定についてよろしいでしょうか。 

３の報告については終了します。 

その他⑴ 児童生徒数の推移について 

○教育長 ４のその他に入ります。⑴児童生徒数の推移についてお願いします。 

 教育次長。 

○教育次長 資料№３をご覧ください。こちらは取扱注意、コピー不可となっておりま

すが、こちらは児童生徒数の推移の見込みとして、令和７年５月１日現在で作成した資

料です。令和７年５月１日現在の０歳から 15 歳までの子どもが、そのまま市内に住んで

いると仮定した場合の推移の見込みとして作成したものです。転出入などによる増減の

見込みは含んでおりません。あくまで一定の目安として、毎年度５月１日時点で作成し

ているものであり、数値は変動するものですので、令和７年５月１日時点の推移という

ことでお示しさせていただきますので取り扱いには注意とさせていただきますのでご了

承願います。 

まず、小学校の児童数についてです。資料には記載がありませんが、令和元年度は全

体で 5,254 人いたのですが、令和７年度で 4,088 人です。さらに令和 13 年度の見込み人

数は 2,652 人ということで令和元年度から 12 年間で 2,602 人減というか、令和元年度比

でいくと約５割減っているという形になります。令和 7 年度から見ただけでも２割以上

減っているという状況になっています。  

また、５ページ目には中学校の推移の一覧がございます。こちらも記載はありません

が、令和元年度が 2,777 人、令和７年度の合計欄が 2,336 人となっており、６年間で約

440 人、16％減となっています。さらに令和 13 年度の見込みだと 1,848 人、これから６

年後には約 500 人、２割ぐらい減ると。さらに 19 年度の見込みですと 1,204 人というこ

とで、令和７年度から６年経つと 642 人、34％ぐらい減になります。そういったことで

小学校、中学校ですけれども確実に人口減少と言いますか、減少率も確実に加速してい
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るといった実態がございます。 

複式学級の現状としまして、小学校は資料２ページ目から４ページ目の紫色の部分で

す。昨年の５月１日時点の見込みですと、実は弥栄小学校、興田小学校、猿沢小学校の

３校が複式になるという見込みでしたが、今年度新たに黄海小学校が追加となっていま

す。昨年度は見込んでなかったのですが今年度から黄海小学校に複式学級が出現してい

ます。６ページから８ページが中学校になりますが、中学校に複式の設置は見込まれて

いません。ただ、10 年後の令和 17 年度以降になりますと、各クラスの生徒数が１桁台と

なる学校が複数出現してくるということで、令和 18 年度には厳美中学校に複式学級が出

現するのではないかということで可能性として見ています。中学校についてはかなり先

まで見込んだ推移となっておりますので、これはあくまで現時点での推移といった形に

なっています。 

教育委員会として、小中学校の適正規模・適正配置につきましては、平成 19 年 11 月

に一関市学校通学区域調整審議会ということで答申しておりまして、その答申の中では

旧市町村単位を基本とする。複式学級の解消を基本に取り組む。一学年２つ以上の学級

編成が望ましい。児童生徒の通学に十分な配慮を行う。最後に、保護者、地域住民の理

解と協力を得て、合意形成を図りながら進めるというような答申を受けています。この

答申に基づき、学校統合を検討し、一定の住民合意がなされたところから統合を進めて

きたところです。令和５年度の花泉地域の小学校の統合以降、現時点では学校統合の具

体的な計画はないところですが、答申を受けて統合は旧市町村の単位を基本とするとい

うことではありますけれども、今後、保護者や地域との合意形成を図ることを優先事項

としておりますので、その中で保護者や地域の希望として、例えば旧市町村の地域を越

えて統合したいといった意見や要望があり、合意が図られて教育委員会に求められれば、

そういったことも考えていく必要があるのかなと思っているところです。保護者や地域

住民に対して、今現在、学校が置かれているこの状況について、将来の児童生徒数の見

込みなどの情報提供を昨年度から行っておりますし、今年も校長会議でこの資料をお示

ししてございます。保護者や地域、学校と共通認識を図りながら、学校の適正規模・適

正配置については検討していく必要があると考えております。また、今年度、次期教育

振興基本計画策定検討委員会の第１回を開催いたしましたが、第２回以降、ワークショ

ップのテーマとしても適正規模・適正配置について意見交換する場なども設けたいと考

えているところです。あくまで現時点での推移ということで資料の提供をさせていただ

いたところです。 

○教育長 ただいまの説明がありました児童生徒数の推移について、何かございましたら

お願いします。よろしいでしょうか。 
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 その他⑴は終了します。 

その他⑵ 令和７年度学校教育行政の重点について（特別支援教育） 

○教育長 その他の⑵、令和７年度学校教育行政の重点の特別支援教育についてお願いし

ます。 

学校教育課長。 

○学校教育課長 （説明） 

○教育長 特別支援教育について、何かございましたらお願いします。 

 伊藤委員。 

○伊藤委員 私が現職で千厩中学校に居た時に、インクルーシブエデュケーション、つ

まり千厩中学校は市立で県立の清明支援学校の一部が学校の中の施設を使って、市立の

中学校と一緒にそういう子どもたちを包括的教育で育てていく。私はすごく素晴らしい

経験をさせてもらったのですけれども、こういうものがもっともっと増えるといいなと

思っていました。千厩中学校の子どもたちも清明支援の子どもたちもお互いに触れ合う

ことによっていろいろ勉強できるんです。これは教育的効果が大きかったなと感じてい

ます。これはあくまでも私の経験をお話しさせていただいたのですが、こういうものが

増えるともっともっと救われる子どもがたくさんいるのではないかなと思います。県立

と市立ですが、ちゃんと手当てをすれば、ちゃんとやれるということをわかっていても

らいたいなと思いました。 

○教育長 貴重なご意見ありがとうございました。 

 ほかにございますか。 

 佐藤委員。 

○佐藤委員 私の子どもたちが中学生のときに、特別支援の生徒がいらっしゃるわけで

すが、例えば修学旅行等に行って大きなテーマパークでみんなで過ごすときに、一緒に

楽しむ場合、特別支援の生徒と行動を共にすることによって普段のただのテーマパーク

での遊びではない意義というかそういう機会はあるのかなと私も子どもたちの話を聞い

て思いました。今のは県立校と市立校の話でしたけれども、たぶん今私が申し上げたも

のはどの学校でも取り組まれていらっしゃることだと思いますが、特別支援教育プラス

一般の生徒も一緒に過ごすことによるお互いをいたわり合う、支え合うといった場を経

験している子もいますしそれはぜひ大事にしていくべき。今までもそうであろうかと思

いますし、それも大事にしていくべきだろうなとそういうことは感じたところです。 

○教育長 千厩中学校では、清明支援学校の分教室が設置されていて、その中で運動会

や体育祭、文化祭、学習発表会を一緒に行っております。また、特別支援学級を有する
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学校では、先ほど中学校３年生の修学旅行等の話題を出されましたが、テーマパークと

か見学するときにその子たちとどのような関りをすればお互い快適にできるかという思

いやりの気持ちで取り組んでおります。また、体育祭の取り組みでもルールを考えたり、

一緒に発表するときにどういう立ち位置であればできるかということを考えていくので、

外から見ると子どもたちがすごく優しい取り組みになっていると感じます。それが最終

的に地域に帰ったときの共生社会になっていくときのベースになるので、そういう関り

というのは非常に重要なのかなと思います。今の委員さん方のお話などを校長会議等で

特別支援教育の目指すところというのを確認していきたいなと思います。ありがとうご

ざいました。 

 ほかにございますか。 

 それでは⑵については終わります。 

 その他⑶ その他 

○教育長 ⑶その他について、事務局からお願いします。 

 学校教育課長。 

○学校教育課長 教育長にお願いがございます。非公開の中で情報を差し上げたいこと

が一例ございます。 

○教育長 会議の非公開について発議いたします。教育委員会会議規則 第 10 条第１項

で「人事に関する事件その他の事件について、教育長又は委員の発議により、出席者の

３分の２以上の多数で議決したときは、これを公開しない。」と規定されております。

学校教育課からのその他については、人事に関する事件その他の事件に該当するものと

思われますので、ここから非公開とすることを提案いたします。賛同される方は挙手を

お願いします。  

ありがとうございます。では、会議規則第 10 条第２項の規定により討論を行わないで

その可否を決することといたします。ここから非公開といたします。 

（非公開） 

○教育長 ⑶その他の学校教育課の事案については終了いたしましたので、非公開を解き

ます。 

４⑶その他、学校教育課以外で事務局からありますか。よろしいでしょうか。 

皆さんからございますか。 

では、長時間にわたりましてありがとうございました。以上で、第 279 回一関市教育委
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員会定例会を終了いたします。ありがとうございました。 


